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１．京都大学学術情報リポジトリ
「KURENAI」
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京都大学 学術情報リポジトリ「KURENAI」
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KURENAI – コンテンツ登録数
0
20,000
40,000
60,000
80,000
100,000
120,000
140,000
160,000
180,000
メタデータ 本文(内数)
5
2016年3月
本文登録数 14万件突破
（学位論文要旨のみの登録を除く）
2006年10月
公開
KURENAI – ランキング
•Ranking Web of Repositories
http://repositories.webometrics.info/en
• スペイン高等科学研究院（Consejo Superior de investigaciones cientificas）
による世界リポジトリランキング（2016年7月版）
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区分 順位
World 41
Top Institutionals 32
Asia 1
Japan 1
KURENAI－収録コンテンツ
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■ データ・データベース
■ 教材
■ プレプリント
■ ソフトウェア
■ 研究報告書
■ テクニカルレポート
■ 図書
■ 会議発表⽤資料
２．京都大学オープンアクセス方針
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京都大学オープンアクセス方針
京都大学の教員が生み出した
学術論文等の研究成果を
「京都大学学術情報リポジトリ
KURENAI」によりインターネッ
ト上で原則公開することを定めた
もの
9
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092
京都⼤学オープンアクセス⽅針
方針が定めること
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本学に在籍する
教員は 研究成果を KURENAIに登録する
常勤の
• 教授
• 准教授
• 講師
• 助教(有期/無期問わず)
• 学術雑誌に
掲載された論⽂
• 2015年4⽉28⽇以降
に出版されたもの
(それ以前のものは登録任意)
• リポジトリ登録システムで
論⽂ファイルを登録申請
• 登録が可能な版や
公開可能時期などは
附属図書館で調査の上
論⽂を公開
方針採択まで
• 2014年3月 : 海外調査（北米・EJ & OA）
• 大学としてOAポリシーを持つことの重要性を認識
• 2014年5月～: OAポリシー検討プロジェクト立ち上げ
• 図書館職員による検討・調査
• 2014年6月～: 図書館機構として検討
• 学術情報リポジトリ特別委員会 → 図書館協議会承認（2015年2月）
• 2015年3月～: 大学全体での検討
• 部局長会議承認（4月14日）→ 教育研究評議会承認（4月28日）→役員会承認（4月28日）
参考：京都大学オープンアクセス方針採択の経緯．カレントアウェアネス-E1686．2015.7.9
http://current.ndl.go.jp/e1686
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方針採択後 – 実装に向けて
• マニュアル等の整備
• オープンアクセス方針実施要領
• FAQの整備
• システムによる支援
• リポジトリ登録システムの開発
• 教育研究活動DBとの連携
• 説明会の開催
• OA方針・リポジトリ登録システムの周知
参考：京都大学オープンアクセス方針
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092
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リポジトリ登録システム – 機能
•教員自らメタデータと本文ファイルを登録
• KURENAI（DSpace）とは別システムを構築
• 登録状態（共著含む）の管理
• 「適用例外」 処理
• 代理入力
•データ連携
• 教育研究活動DBと連携
• 個人IDを元に researchmap、Scopusから
登録対象論文の書誌データを自動収集
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リポジトリ登録システム – 連携
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図書館機構 情報環境機構
researchmap
KURENAI
マッチングサーバ
教育研究活動
DB
Scopus
相互リンク
リポジトリ登録
システム
リポジトリ登録システム – フロー
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Shibboleth認証でログイン
未登録⼀覧にあり
CC-BY 出版社版 著者稿
⾃分の論⽂ではない
例外申請登録申請(添付なし)
KURENAI 登録処理KURENAI 登録処理 例外処理
Scopus
researchmap
データ自動収集
図書館で出版者ポリシーを調査
すでに処理済みです
⾮表⽰処理
新規登録
(活動DBにも登録)
教育研究活動DB
researchmap
(未調査)
登録申請
(本⽂ファイル添付)
登録申請
(本⽂ファイル添付)
未登録⼀覧になし
新規登録
(本システムのみ)
他の共著者に依頼
リポジトリ登録システム – 画面
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登録申請①
17
未登録一覧から登録する論文を選択し、
「申請」ボタンをクリック
登録申請②
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論文情報を確認する
1
3
論文「研究資金獲得支援における情報の情報・提供・分析」
論文ファイルを
アップロードする必要が
あるかどうかは
許諾条件(②)の「版」
を確認する
2
適用例外申請
19
一覧から該当論文の「申請」ボタンをクリックして「適用例外」ボタンで手続きし
ます。
1
2
3
京 大
OA方針 第 項3 公開が不適切と著者が申し出た場合は、公開しない
代理入力者登録
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教員が代理入力者を登録する 代理人が代行作業可能となる
1
2
2
3
1
京大太郎 Taro Kyodai taro123kyodai
「代理入力者登録」で代理入力者を登録すれば著者に代わって登録申請できます。
説明会 – 現在進行中
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ポスター（附属図書館開催） ポスター（医学図書館開催）
説明会－質疑応答（例）
Q. お金を払ってオープンアクセスにした論文についても、
リポジトリに登録する必要があるのか。
A. 必要がある。
Q. オープンアクセス方針の対象となる論文はどのくらい
登録されているか。
A. まだかなり少ない。
Q. リポジトリで著者稿をダウンロードする際に、利用者
はそれが著者稿であるとわかるようになっているか。
A. なっている。
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説明会 – 質疑応答などから（まとめ）
•OA方針の認知度不十分
• さらなる周知が必要
•著作権への懸念・著者稿に対する不安
• 図書館職員の支援期待
•システム連携の必要性
• 入力作業の省力化
• リポジトリの登録効果アピール、動機づけ
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登録数の推移
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2015年4月
オープンアクセス方針採択
登録数の推移
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３．オープンアクセス推進事業
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（1年前の事例報告では･･･）
現在および今後について
•今後に向けて
• 大学のミッションとしての位置づけ
• 予算
• 業務体制
• 人材育成
• 図書館による研究支援機能強化
• URAとの連携
（2015年11月11日：図書館総合展でのプレゼンテーション資料より）
オープンアクセス推進事業
•京都大学の改革と将来構想（WINDOW構想)
→ http://www.kyoto-u.ac.jp/window/
•京都大学重点戦略アクションプラン
• WINDOW構想実現のため、
第3期（2016-2021）に取り組む事業群

「オープンアクセス推進事業」 採択
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WINDOW構想に掲げる6つの目標
Wild and Wise
• 未知の世界に挑戦できる実践の場として、野生的で賢い学生を育成します。
International and Innovative
• 研究の国際化を一層推進し、イノベーションの創出を図ります。
Natural and Noble
• 自然に親しみ、学び、高い品格と高潔な態度を身に付けられる、学びの場を作ります。
Diverse and Dynamic
• 多様な文化や考え方を受け入れ、悠久の歴史の中に自分を正しく位置づける落ち着いた学問の場を提供します。
Original and Optimistic
• 失敗や批判を恐れず、それを糧にして異なる考えを取り入れて目標達成に導くような能力を涵養します。
Women and Wish
• 男女共同参画推進アクション・プランに基づき明るい希望をもてる環境を整備します。
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オープンアクセス推進事業
1. 学術論文等の研究成果公開の推進と世界的展開
2. 貴重資料等の一次資料の電子化と公開
3. 国内外の調査を踏まえたオープンアクセスや研究
データに関する研究
4. データキュレーターとしての図書館職員の育成
5. オープンアクセスや研究公正に関する情報リテラ
シー教育活動
31
（1年前の事例報告では･･･）
現在および今後について
•今後に向けて
• 大学のミッションとしての位置づけ
• 予算
→ 「オープンアクセス推進事業」
• 業務体制
→ オープンアクセス担当専門職員
プロジェクトチーム
特定研究員の雇用（予定）
• 人材育成
• 図書館による研究支援機能強化
• URAとの連携
（2015年11月11日：図書館総合展でのプレゼンテーション資料を改訂）
推進のための取り組み
• リポジトリ登録促進
• メタデータの充実・可視性の向上
• IIIFへの参画
• デジタル画像相互運用のための国際的なコンソーシアム
（International Image Interoperability Framework）
• 参加への関心表明（2016年5月30日）
• CERN（欧州原子核研究機構）への職員派遣
• CERN＋高エネルギー加速器研究機構＋国立情報学研究所が締結した研究プログラム
に関する協定に基づき、2016年3月から1年間、職員1名派遣
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一次資料の電子化
• オープンアクセス推進事業による貴重資料の電子化
• 運営費交付金（機能強化経費）「文化的・学術的な資料等の保
存等」
• 「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」
事業（国文学研究資料館）
• 高麗大学校との協定に基づく電子化事業
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研究データ
• 京都大学オープンサイエンスデータプロジェクト
• 「多様な学術研究活動をはぐくむ全学研究データマネジメント環境構築事業」
• 海外調査
• オープンサイエンスデータ推進ワークショップ
• 京都大学若手人材海外派遣事業ジョン万プログラム
• 平成26年度
• 「米国の大学図書館等におけるオープンアクセス方針策定、デジタル人文学への
取り組み、および研究支援ついての調査」
• 平成27年度
• 「欧州における京都大学学術情報へのアクセスニーズに関する調査」
• 「米国の大学等高等学術機関におけるオープンサイエンス推進に向けた動向調査」
• 平成28年度
• 「英国大学図書館における教職員へのガイダンス・トレーニング及び広報の実態調査」
（＊研究データ管理についての調査を含む。）
（＊調査報告書は「KURENAI」で公開）
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今後の課題（１）
• オープンアクセスの理解促進（研究者・学生）
• オープンアクセス支援の意識向上（図書館職員）
• 関係組織（URA室、システム部門）との協働・連携
• 人材養成（データキュレーター等）
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今後の課題（２）
• 本学研究者による論文情報の網羅的な把握
• Scopus 以外の情報を集められないか
• 学術論文以外の研究成果の発信力強化
• 研究データの保存と公開
• 予算と体制
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（参考）政策動向など
• （文部科学省）科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会
• 「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」に係る施策の実施
について
• （内閣府）オープンサイエンス推進に関するフォローアップ検討会
• 「オープンサイエンス推進に向けた取組について」
• 大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議
• 機関リポジトリ推進委員会
• オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）
• 国立大学図書館協会オープンアクセス委員会
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